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１．研究計画の概要 
新生児・乳児期の睡眠に関して、生活環境の
中での睡眠研究を行っているものは希少であ
る。よって、乳児の睡眠覚醒の実態を明らか
にするために、データ収集・分析のシステム
の開発、および情報や意見交換のための小児
睡眠研究者間のネットワークを構築するWEB
システムを開発する。 
主な目標は以下の３点である。 
(1) 母児同室下における乳児の睡眠覚醒状
態のデータを継続して収集するとともに（生後
３か月）、夜間の睡眠覚醒を録画するためのハ
ードウェアを調整・完成させる。 
(2) これまでの画像録画データをあわせて
画像分析の方法を検討し、視察判定に合わせた
アルゴリズムの開発を行い、ソフトウェアを完
成させる。 
(3) 研究者とのネットワークを深め、各研究
者間をつなぐプラットホームを構築し、アルゴ
リズム作成時の意見を収集するなど利用でき
るシステムに整備する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
画像録画・画像分析アルゴリズムの開発とソ
フトウェアの完成（録画・分析手法の確立）、
研究者をつなぐプラットホームを整備するこ
とに努め、３目標に従って進めている。 
目標１については、自動収録部分を中心とし
た、仕様・基本・詳細設計および実装を行っ
た。仕様設計は、自宅での母児同室睡眠環境
下での収録とした。基本設計は、ビデオカメ
ラ画像を中心に、ステレオ音声及び三軸加速

度センサ記録を補助情報として同時収録とし
た。夜間の撮影のため、撮影現場の照明状態
によらず一定の画像品質を保持できるように、
赤外線LED照明とモノクロカメラを試用した。
５人の乳児の夜間の睡眠データを生後2週目か
ら継続して、４週目、７週目、12週まで、４点
でデジタル録画として収集することができた。
録画のハードウェアをほぼ完成させることが
できた。夜間の睡眠を録画するためのカメラの
選択、家庭での自然な環境下での録画のための
器械の軽量化等を配慮した一式の機械ができ
あがった。 
目標２については、ソフトウェア作成の経緯
については、第1回ISMSJ(Integrated Sleep 
Medicine Society Japan)学術集会にて発表し
た。第一段階の分析ソフトはできあがった。
実際の詳細部分については、現在も開発を行
っており、視察判定と比較しながら、分析方
法を多面的に検討している。 
目標３については、初年度より研究者とのネ
ットワークを図っており、アメリカ睡眠学会、
日本睡眠学会、 Pediatric Sleep Medicine 
Conference等に出席し、乳児の睡眠研究者ら
（Dr.Anders、Dr. Mindellら）と交流し意見の
交換を行っている。今後、研究サーバーがほ
ぼ完成したので、WEB上でのデータの交換や
ソフトウェア作成においてディスカッション
を行っていくことで共通の理解が得られた。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
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目標に従って、経年的に積み上げている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) ソフトウェアの洗練 
乳児の睡眠・覚醒段階の判定について、今回
作成したソフトウェアの自動判定と、これま
で行ってきた視察判定を比較しながら、分析
方法を検討し、自動分析の精度を上げていく。 

 
(2) WEBサーバーの構築 
最終年にあたって、WEBサーバーの実装と
なる。実用に伴って、スムーズに研究者間の
データ交換やソフトウェア作成においてディ
スカッションを行うことができるようにする。
そのためには、連絡を密にとることや、関連
学会に参加して研究成果の公表や情報交換を
積極的に行う。 

 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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